
 

 

 

保土ケ谷薬業会だより 令和 8 年 7 月号 

月号 
＝＝＝会長報告＝＝＝ 

平素より本会の運営にご理解ご協力頂きまして誠にありがとうございます。 

6 月 27 日、28 日に開催された日本薬剤師会定時総会では、令和 8 年度診療報酬改定への対応や薬局を取り巻く厳し

い経営環境、さらには今後の薬剤師の役割について活発な議論が行われました。総会では、物価高騰や人件費の上昇

が続く中、地域医療を支える薬局が持続的に機能を果たすためには、賃上げや経営基盤の安定につながる適切な財源

確保が不可欠であることが改めて示されました。また、近年議論が進められている OTC 類似薬の保険給付の在り方に

ついても、日本薬剤師会から「患者の受診機会や安全性、適正使用への影響を十分に考慮した慎重な制度設計が必要

である」との考えが示されました。薬剤師にはセルフメディケーションを推進する役割が期待される一方で、医療が

必要な患者を適切に受診へつなげるという重要な責務もあります。制度の見直しは、単なる医療費抑制ではなく、国

民にとって安全で質の高い医療を維持する視点で進められるべきであると感じております。 

さらに、診療報酬改定では、対物業務から対人業務への転換、在宅医療への積極的な参画、医療 DX への対応など、

薬局に求められる役割は年々拡大しています。一方で、医薬品供給不安への対応や人材確保、物価高騰による経営負

担など、現場が抱える課題は決して小さくありません。地域に根差した薬局が安定して医療を提供し続けるために

は、制度面での支援とともに、薬剤師一人ひとりが専門性を高め、地域から信頼される存在であり続けることが重要

です。 

本会といたしましても、国の動向や制度改正に関する情報を迅速かつ正確に会員の皆様へお伝えするとともに、研

修会の充実や関係団体との連携を通じて、地域医療に貢献できる薬剤師の育成に努めてまいります。また、保土ヶ谷

区の地域特性を踏まえ、行政や医師会、介護・福祉関係者との連携をさらに深め、地域住民の皆様が安心して医療を

受けられる環境づくりに取り組んでまいります。 

先日、メーリングにて納涼会のご案内を配信させていただきました。納涼会は、会員相互の親睦を深めるととも

に、日頃の業務に関する情報交換や横のつながりを築く貴重な機会です。ぜひ多くの皆様にご参加いただき、有意義

なひとときをお過ごしいただければ幸いです。皆様のご参加を心よりお待ちしております。 

今後もメーリングを中心に皆様に有益な情報を発信して参りますので、メーリングや LINE に登録ご希望の方は下記

内容をご確認下さい。皆様やご家族、スタッフの体調にご留意頂き、お体ご自愛頂ければと思います。今後とも本会

の運営にご理解ご協力の程宜しくお願い致します。 

石井  泰彦 

 

メーリングリスト登録希望連絡先 

yasuhiko@ishii-kusuri.com 

□□□勉強会のお知らせ□□□ 
 

2026 年 7月 10 日（金）20:00～  
保土ヶ谷公会堂 2 号会議室  (横浜市保土ヶ谷区星川 1-2-1) 
ＰＥＣＳ研修単位が必要な方は QR コードを紙に印刷して持参してください。※申し込み期限 7 月 6 日(月) 

 

講演 1  『認知症と BPSD』 

大塚製薬株式会社首都圏第二支店   長井 良憲 氏 

講演 2  『高コレステロール症の新しい治療選択肢』 

大塚製薬株式会社首都圏第二支店   渡邊 将典 氏 
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